
寺　報　 善
ぜん

 　巧
ぎょう

　　　 　174 号　　令和 2年 1 月 1 日

　
　
　
　

一　

月

一
　
日　

除
夜
の
鐘

　
　
　
　
年
頭
参
り

一
三
日　

法
要
準
備

　
　
　
御ご
し
ょ
う
き
正
忌

　
一
五
日
午
前
十
時
半
法
要

　
　
　
　
法
話
…
高
島
有
哲

　
　
　
　
午
後
一
時
　
法
要

　
　
　
　
法
話
…
雪
山
教
隆

　
一
六
日
午
前
十
時
半
お
講

　
　
　
　
法
話
…
神
子
巧
照

　
　
　
　
午
後
一
時
　
法
要

　
　
　
　
法
話
…
雪
山
俊
隆

年
会
費
に
つ
い
て

　

年
会
費
は
一
万
一
千
円
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

ほ
ん
こ
さ
ま
の
お
参
り
先

で
お
仏
壇
に
気
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
「
初
任
給
」

と
書
か
れ
た
封
筒
。
お
つ
と

め
の
後
に
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
好
き

に
使
っ
て
」
と
お
孫
さ
ん
が

手
渡
し
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
思
わ
ず
「
か
た
い
っ
さ

ん
や
ね
～
」
と
言
う
と
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
封
筒
は

中
身
が
い
く
ら
入
っ
て
い

る
か
は
問
題
で
は
な
く
、

孫
の
心
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
届
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
喜
び
が
感
謝
と
な
り
仏

壇
に
置
か
れ
た
の
で
す
。

き
っ
と
、
こ
れ
を
見
る
た

び
に
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
て

も
ス
テ
キ
な
話
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。

　

お
仏
壇
は
、
私
た
ち
の
欲

望
や
願
い
を
仏
さ
ま
に
聞
い

て
も
ら
う
場
所
で
は
な
く
、

「
あ
な
た
を
必
ず
救
う
」
と

い
う
仏
さ
ま
の
願
い
に
感
謝

す
る
場
所
で
す
。
喜
び
の
場

で
あ
り
、
悲
し
み
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
る
場
所
で
す
。

私
の
前
に
仏
さ
ま
が
い
る
の

で
は
な
く
、
仏
さ
ま
の
前
に

私
が
座
ら
せ
て
も
ら
う
。
同

じ
事
柄
で
す
が
、
受
け
取
り

方
が
百
八
十
度
違
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
他
力
」
と
い
い
ま

す
。
他
力
と
は
、
「
利
他
力
」

の
略
で
、
自
が
他
を
利
す

る
力
。
「
自
」
は
自
分
で

は
な
く
仏
さ
ま
の
こ
と
。

「
他
」
は
他
人
で
は
な
く
、

あ
な
た
の
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
仏
さ
ま
が
あ
な
た

を
利
益
す
る
力
を
他
力
と

い
い
ま
す
。

　

お
仏
壇
を
仏
さ
ま
に
感

謝
す
る
場
所
と
位
置
付
け

た
時
、
私
た
ち
の
日
々
の

生
活
に
あ
る
喜
び
に
対
し
て

も
、
感
謝
し
て
い
く
場
所
に

な
る
で
し
ょ
う
。
初
任
給
の

封
筒
は
そ
の
ひ
と
つ
の
カ
タ

チ
と
し
て
、
と
て
も
ス
テ
キ

な
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
欲
望
で
は
な
く
、
喜

び
と
感
謝
の
結
晶
が
こ
こ
に

あ
り
ま
し
た
。

雪
山
俊
隆

よろこびの場

一
月
十
五
日
～
十
六
日

御ご

　

正
し
ょ
う　

忌き

親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
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報
恩
講

　

十
月
一
九
～
二
〇
日

　

親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
「
報

恩
講
」
が
つ
と
ま
り
ま
し
た
。

川
崎
順
正
先
生
よ
り
ご
法
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
泊
聞
法

　

行
信
講
座
×
空
華
忌

十
一
月
一
一
～
一
二
日

　

行
信
講
座
「
正
信
偈
に
学

ぶ
」
が
十
回
目
を
迎
え
、
そ

れ
を
記
念
し
て
、
空
華
忌
と

重
ね
て
一
泊
聞
法
の
法
話
三

昧
の
日
程
を
組
み
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
ご
講
師
は
、
ご

縁
の
深
い
行
信
教
校
校
長
の

天
岸
浄
圓
先
生
で
す
。
初
日

は
「
正
信
偈
に
学
ぶ
」
の
講

義
を
み
っ
ち
り
と
行
わ
れ
、

宇
奈
月
温
泉
「
喜
泉
」
に
場

所
を
移
し
先
生
を
囲
ん
で
の

懇
親
会
の
席
を
設
け
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
参
加

さ
れ
た
受
講
生
方
が
先
生
と

言
葉
を
交
わ
す
貴
重
な
ご
縁

と
な
り
ま
し
た
。
宿
泊
者
は

予
想
を
超
え
て
二
十
名
ほ
ど

お
泊
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
善
巧
寺
十
一

代
住
職
僧
鎔
（
そ
う
よ
う
）

の
ご
法
事
「
空
華
忌
」
が
つ

と
ま
り
ま
し
た
。
ご
法
話
は

「
二
河
白
道
（
に
が
び
ゃ
く

ど
う
）
」
の
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

関
西
や
関
東
か
ら
の
参
加

者
も
お
ら
れ
て
、
二
日
間
合

わ
せ
て
の
べ
百
二
十
名
以
上

の
参
加
者
と
な
り
、
行
信
講

座
の
十
回
目
に
ふ
さ
わ
し
い

有
難
い
ご
縁
で
し
た
。
毎
年

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
参
加
者
か
ら
「
ま
た

や
っ
て
欲
し
い
」
の
声
も
い

た
だ
き
、
節
目
の
年
に
考
え

て
い
き
た
い
と
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
行
信
講
座
の
次
回

は
四
月
九
日
の
予
定
で
す
。
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ほ
っ
こ
り
法
座

　　

お
講
の
再
起
を
か
け
て
一

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ほ
っ
こ
り
法
座
」
。
十
月
か

ら
十
二
月
は
通
常
ど
お
り
六

回
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
回
六

回
区
切
り
で
チ
ラ
シ
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
初
め
て

全
回
参
加
者
二
〇
名
を
超
え

ま
し
た
！
十
二
月
十
六
日
に

い
た
っ
て
は
寺
方
を
含
め
て

五
十
名
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

お
講
の
料
理
当
番
は
世
代

交
代
が
難
し
く
高
齢
化
や
過

疎
化
の
影
響
で
か
な
り
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
に
そ
の

美
味
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
の
元
、

誰
で
も
参
加
し
や
す
い
法
座

ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
の

で
、
人
数
に
は
か
な
り
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何

度
も
繰
り
返
し
言
っ
て
い
ま

す
が
、
浄
土
真
宗
の
要
は
法

話
で
す
。
仏
さ
ま
の
教
え
抜

き
に
、
本
堂
も
門
徒
さ
ん
も

僧
侶
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

理
想
と
現
実
が
か
け
離
れ

て
い
る
こ
と
を
承
知
し
つ
つ

も
、
こ
れ
を
抜
き
に
は
何
も

始
ま
ら
な
い
の
で
、
こ
の
二

年
間
、
特
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ひ
と
昔
前
の
よ
う
に
、
お

参
り
に
は
強
制
力
も
義
務
感

も
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
お
気
持
ち
で
す
。

そ
れ
に
応
え
ら
れ
よ
う
お
寺

を
整
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

10/1 雲林重正先生11/1 四下順文先生

11/16 太田浩史先生12/1 麻田弘潤先生による消しゴムワークショップ

12/16 浅野執持先生の会は最高人数の 50 人！浦山地区の当番はネパール精進カレー

10/10 清掃奉仕
大分県からの団体参拝に若
坊守の高校恩師がおられて、
２０年以上ぶりの再会。

10/5 黒部市の姉妹都市アメリカ・ジョージア
州より高校生がお寺体験に来てくれました。
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冬
季
の
上あ

げ

法
事

　　

お
寺
で
の
法
事
「
上
法
事
」
は
、
冬
季

期
間
中
、
暖
房
の
効
い
た
奥
座
敷
で
行
い

ま
す
。
本
堂
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み

時
に
お
伝
え
下
さ
い
。

寺
ごよみ

寺
ごよみ

　

御ご
し
ょ
う
き

正
忌

　

親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
に

　

つ
と
ま
る
法
要
で
す
。

　

一
月
十
五
日
（
水
）

　

 
 

午
前
十
時
半
法
要

　
　
　
　
　

高
島
有
哲

　
　

午
後
一
時　

法
要

　
　
　
　
　

雪
山
教
隆

　
　
　

十
六
日
（
木
）  

　
　

午
前
十
時
半
法
要

　
　
　
　
　

神
子
巧
照

　
　

午
後
一
時　

法
要

　
　
　
　
　

雪
山
俊
隆

　
　
　
　

二　

月

一
　
日　

お
こ
う
（
浦
山
）

一
六
日　

お
こ
う
（
下
立
）

一
七
日　

生
地
・
荻
生
・
植
木

一
八
日　

生
地
・
荻
生
・
植
木

二
〇
日　

生
地
・
荻
生
・
植
木

二
一
日　

舟
見
報
恩
講

二
五
日　

入
善
報
恩
講

二
六
日　

入
善
報
恩
講

二
七
日　

熊
野
・
栃
屋
報
恩
講

二
八
日　

熊
野
・
栃
屋
報
恩
講

　
　
　
　

三　

月

一
　
日　

お
こ
う
（
浦
山
）

二
　
日　

三
日
市
報
恩
講

三
　
日　

三
日
市
報
恩
講

四
　
日　

三
日
市
報
恩
講

五
　
日　

三
日
市
報
恩
講

九
　
日　

下
立
報
恩
講

一
〇
日　

下
立
報
恩
講

一
一
日　

下
立
報
恩
講

一
六
日　

お
こ
う
（
栃
沢
）

一
七
日　

浦
山
報
恩
講

一
八
日　

浦
山
報
恩
講

二
〇
日　

浦
山
報
恩
講

二
三
日　

浦
山
報
恩
講

二
四
日　

浦
山
報
恩
講

二
五
日　

浦
山
報
恩
講

二
六
日　

浦
山
報
恩
講

二
七
日　

浦
山
報
恩
講

　

ほ
っ
こ
り
法
座
が
二
九
回

を
終
え
て
、
参
加
者
名
簿

は
百
五
十
四
名
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
二
回
以
上
は

八
〇
名
、
五
回
以
上
は
三
五

名
、
十
回
以
上
は
十
四
名
、

二
十
回
以
上
は
三
名
で
す
。

門
徒
率
も
三
割
か
ら
始
ま

り
、
現
在
は
四
割
に
増
え
て

い
ま
す
。
お
寺
か
ら
遠
の
い

て
い
る
方
、
法
事
以
外
で
来

た
こ
と
の
な
い
方
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

※　
　

※　
　

※

　

善
巧
寺
の
本
堂
正
面
に
あ

る
彫
刻
は
、
江
戸
末
期
か

ら
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
彫

刻
家
・
北
村
喜
代
松
が
手
掛

け
た
可
能
性
が
高
い
そ
う
で

す
。
こ
の
動
物
は
夢
を
食
べ

る
動
物
と
し
て
中
国
の
伝
説

に
出
て
く
る
「
獏
（
ば
く
）
」

で
す
。
お
参
り
の
際
は
改
め

て
ご
注
目
下
さ
い
。

ほ
っ
こ
り
法
座

　
午
前
一
一
時
～
午
後
一
時
／
会
費
千
円

　
二
月
　
一
日
（
土
）
雪
山
俊
隆

　
二
月
一
六
日
（
日
）
日
下
賢
裕
先
生

　
三
月
　
一
日
（
日
）
未
定

　
三
月
一
六
日
（
月
）
西
塔
公
崇
先
生

　
四
月
　
一
日
（
水
）
瀧
本
　
圭
先
生

　
四
月
一
六
日
（
木
）
高
岡
方
面
寺
巡
り

年
頭
参
り

一
月
一
日
午
前
八
時
～

御
正
忌
準
備

一
月
十
三
日
午
前
九
時

初
参
式･

七
五
三
募
集

  
日
程
…
四
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　  
午
前
十
時 

初
参
式

　
　
　  
午
後
一
時 

七
五
三

  

参
加
費
…
三
千
円

  

※
お
申
込
み
は
お
寺
ま
で
。

仏
教
団
稚
児
行
列

  

日
程
…
五
月
十
日
（
日
）

  

参
加
費
…
一
万
円

  

主
催
…
黒
部
市
仏
教
団

  

※
お
申
込
み
は
お
寺
ま
で
。

納
骨
壇　

　

納
骨
壇
は
春
以
降
に
設
置

予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。


